[bookmark: _GoBack]産業廃棄物の処分実績施設別内訳記載例


	産業廃棄物処理施設の種類
	処理した産業廃棄物の種類及びそれぞれの年間処理量
（単位：ｔ又はｍ３）

	
	廃プラ
	木くず
	有機汚泥
	がれき類
	合　計

	廃プラの
破砕施設
	処分業分
	２００ｔ
	
	
	１,２００ｔ
	１,４００ｔ

	
	自社処理分
	１００ｔ
	
	
	２００ｔ
	３００ｔ

	焼却施設
	処分業分
	３００ｔ
	５００ｔ
	
	
	８００ｔ

	
	自社処理分
	１５０ｔ
	２００ｔ
	
	
	３５０ｔ

	汚泥の
脱水施設
	処分業分
	
	
	５００ｔ
	
	５００ｔ

	
	自社処理分
	
	
	
	
	

	
	処分業分処分した廃棄物の種類を記入する。

	
	
	
	
	

	
	自社処理分
	
	
	
	
	

	
	処分業分
	
	
	
	
	

	
	自社処理分
	
	
	
	
	

	合　計
	処分業分
	５００ｔ
	５００ｔ
	５００ｔ
	１,２００ｔ
	

	
	自社処理分
	２５０ｔ
	２００ｔ
	
	２００ｔ
	

	処理した後の残さの処分先、方法を記載する。


処理後の産業廃棄物の年間処分量

	処理後の産業
廃棄物の種類
	排出量
(ｔ又はｍ３)
	処　理　先
	処理方法
	処分量
(ｔ又はｍ３)

	廃プラ
	３００ｔ
	長野県△△村
㈱△△　　△△埋立地
	安定型
最終処分
	３００ｔ

	有機汚泥
（脱水ケーキ）
	５０ｔ
	長野県○○町
㈲○○　　　○○工場
	堆肥化
	３０ｔ

	
	
	長野県××市
××㈱　　　××工場
	焼却
	２０ｔ

	燃え殻
	１１０ｔ
	長野県△△村
㈱△△　　△△埋立地
	管理型
最終処分
	１１０ｔ

	破砕がれき
	１,４００ｔ
	
	有価販売
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　注：処理した産業廃棄物の種類ごとに年間の処理量を記入すること。
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